


















































中期計画 自己評価

年度計画 業務の実績

３　人事の適正化に関する目標

(1) 人材の確保

ア ・

イ ・

ウ ・ ・

エ

・ ・

オ ・ ・

(2) 業績評価制度の構築

ア ・

イ ・

ウ ・

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

自己評価改善・ＳＤＦＤ委員会を中心に検討を行ってい

るが、制度策定の具体的な素案策定までには至っていな

い。

教員の待遇改善に努めるため、総務会人事担当を中心に

検討を行った。具体策としては研究費を据え置く等、教

員の研究環境の維持確保に努めた。

Ａ

学科の特性に配慮しつつ公募要件の

基準を明確化し、水準の高い教育研

究に資する専門性の高い優れた教育

職員を確保することに努める。

・

大学の教育力を更に高めるために、

教員の男女比に常に留意し、女性の

登用に努め、外国人教員の増加など

多彩な人材の確保に努める。

研修制度を保証し、教員の研究力増

強を目指す。

優れた教員を安定して確保できるよ

うにするため、教員の待遇改善に努

める。

教員の業績について、教育活動、研

究活動等一定分野ごと適正に評価す

る仕組みを検討、試行のうえ、平成

23年度までに適切な業績評価制度を

構築する。また、その評価結果を教

員の処遇等に反映させる仕組みを検

討し、構築する。

・

平成23年に導入予定の任期制につい

ては、本学の特性及び学科・担当科

目・職階等の特性を十分に検討し、

柔軟に運用することによって優れた

人材の確保に努める。

・教育研究審議会や総務会の人事担当を中心に、優れた人

材を確保できる任用形態を構築するための検討を行う。

Ａ

大学業務に精通した専門性の高い事

務職員の確保、養成に努めるととも

に、適切な評価制度を構築する。

・ＦＤ・ＳＤ活動により、本学教職員の諸能力の向上を図

る。各種のＦＤ活動を実施する。昨年度に引き続き、ハ

ラスメント防止講習会・ＡＥＤ救急救命研修会および学

生のメンタル・ヘルス研修会を実施し、その他の研修内

容について検討する。また、ＳＤ単独の研修について、

具体的な内容を検討する。

AED救急救命研修会やハラスメント対策研修、学生のメ

ンタルヘルス研修会を実施した。

Ａ

学長のリーダーシップによる透明

性・公平性が確保された選考方法を

一層充実させ、教職員の昇任を適正

に行う。

・ 全学の実態を調査し適切な運用を図るため、総務会人事

担当を中心に検討を行った。

優れた人材を確保できる任用形態を構築するため、総務

会人事担当を中心に検討した。具体的には、面接の際に

模擬授業を実施するかどうかを検討したが、模擬授業を

実施する条件の確保が難しく、実施を見送った。

学外研修制度（サバティカル研修）の活用により、教員

の研究支援を行った。

優れた教員確保に努めるため、公募制度の在り方を検討

し具体案を策定し、総務会で協議するため総務会人事担

当を中心に検討を行った。具体的には、実際の公募用件

が発生した際、公募の書式や内容について改良点を協議

した。

新規採用にあたって多彩な人材の確保に努めるため、総

務会人事担当を中心に検討を行った。具体的には、公募

情報をネットにあげるのみならず、応募人材の多様化を

担保するために公募情報の送付先を具体的に検討した。

昇任人事について、全学の実態を調査し、問題点があれ

ば改善し、適切な運用をめざす。

研修制度のさらなる充実に努める。

教員の待遇改善に努める。

本学に適した制度のあり方や運営について検討を行う。

適切な業績評価の制度策定に努める。

新規採用にあたって、多彩な人材の確保に努める。

公募要件の精査を行い、優れた教員確保に努めるため、

公募制度の在り方を検討し、具体案を策定し、総務会で

協議する。
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